
令和８年第１回仙台市議会定例会 

 

本 日 の 一 般 質 問 

 

令和８年２月１７日 

順序 議 員 名 会 派 名 質 問 項 目  

１ 千葉 ようすけ 自 由 民 主 党 ・財政見通し 

・過去の財政見通しに対する現在の評価 

・「稼げる仕組み」の構築 

・歳出の見直し 

・県との連携 

・長町・街並みづくり 

・八木山中央南エリアの開発 

２ 竹 中 栄 雄 公 明 党 

仙 台 市 議 団 

・仮想将来世代による意思決定の考え方 

・フューチャー・デザインの制度的導入 

・フューチャー・セッションの取組 

・ジャイアントパンダ誘致の歴史的視座と選択肢  

・複合施設ＥＣＩ方式導入による削減目標 

・複合化によるコスト縮減、複合化で生まれる価値  

・藤本壮介氏による建築物の価値  

・複合施設の耐久年数、数百年耐え得る設計思想  

・大胆な規制緩和など民間活力を最大限にする戦略 

３ ごとう 咲 子 市民フォーラム

仙 台 

・バリアフリーマスタープランと情報のバリアフリー 

・本市の移動等円滑化の進展状況 

・情報のバリアフリーにおける音声情報の位置づけ 

・障がい当事者の意見聴取 

・バス停の音声案内の改善・スマートポールの利用 

・仙台市地球温暖化対策推進計画 

・温暖化対策と電気の適正使用 

・家庭や賃貸住宅でのＬＥＤ照明交換の推進や支援 

・うちエコ診断の利用推進や市民への情報提供 

・温暖化対策の市民への呼びかけ 

(  裏面に続く ) 



 

 

順序 議 員 名 会 派 名 質 問 項 目  

４ 高 見 のり子 日 本 共 産 党 

仙 台 市 議 団 

・東日本大震災から１５年、被災者支援の市長の認識 

・住宅も暮らしも支える生活再建支援制度の抜本改正 

・被災者が安心して暮らし続けられる復興公営住宅 

・防災集団移転跡地の防犯、津波の避難施設の充実 

・津波被災地・白鳥地域の水害対策の在り方 

・今後の災害に対応できる市独自の支援制度の創設 

・市が責任を持つ犠牲者の名を刻む銘板の設置 

・東京電力福島第一原発事故の教訓をないがしろにす

る国の原発施策への抗議 

５ 大河原 ふゆこ せんだい自民・

参 政 の 会 

・不登校児童支援と多様な学びの環境確保 

 ・ステーションの設置効果 

 ・学びの多様化学校（中学校）設置 

 ・フリースクール等民間団体との「連帯」及び資金

的支援策 

・バス事業と都市公共交通政策、まちづくり 

 ・バス事業への積極的な公共投資の必要性 

 ・公共交通推進の目標設定と具体的施策 

 ・モビリティ・マネジメントの推進 

６ ひぐち のりこ 立憲民主党仙台 ・まちづくりにおけるこどもの意見の反映 

 ・こどもの権利条約の周知啓発と条例制定 

・（仮称）ケアラー支援条例 

・未来世代に責任ある財政運営 

・不用額の実態と対策 

・学校給食の意義と食育推進 

・栄養教諭等学校給食関係者のさらなる発信 

・マンション管理の適正化の推進 

・カスタマーハラスメント対策 

７ 仁 平 覚 子 仙 台 維 新 ・学校の体験格差是正の取組 

・国際探究科の取組への提案 

・学校版ＢＰＲの推進と働き方改革 

・仙台若者会議と若者の市民参画 

・スタートアップ支援 

・稼げる都市農業と海外への販路 

・市職員エンゲージメント向上 

・音楽ホール・中心部震災メモリアル拠点複合施設 

(  ２枚目に続く ) 

 

 

 



 

 

順序 議 員 名 会 派 名 質 問 項 目 

８ 福田 ようすけ 維 新 の 会 

仙 台 市 議 団 

・音楽ホール・中心部震災メモリアル拠点複合施設の

計画変更の可否 

・常時接続する学級グループＬＩＮＥに起因するトラ

ブル防止策 

９ 大 草 よしえ 心豊かな社会を

つ く る 会 

・スタートアップ・エコシステムの現状と課題 

 ・ゴール（ＫＧＩ）未設定のまま中間指標（ＫＰＩ）

を運用する構造問題 

１０ 伊 藤 ゆうた 市 民 の 会 ・市立小学校における小６女子児童への「モンスター

ペアレント」被害事案 

・市立小学校における小４女子児童への性暴力事案 

１１ 渡 辺   博 自 由 民 主 党 

フ ォ ー ラ ム 

・財政運営と市民生活充実とビッグプロジェクト 

・地域経済維持発展と先導的役割を果たす発注契約 

・こどもの意見と仙台のまちづくりへの反映 

・投資価値のある都市仙台、その意味するもの 

・行政経営と職員の意識改革と実効ある取組 

・行政サービスの充実拡大とマイナンバー 

・仙台市の持続可能性と子育て環境への投資 

・特別市と市民意識の涵養 

※  質問項目は、変更されることがあります。  


